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q『御
ご

領
りょう

分
ぶん

絵
え

図
ず

』
幕府の要請によって作成した国絵図に対し、仙台藩が独自に藩政施行の資

料として作成した絵図です。

慶応元年（1865）9月付けの末書に、元の絵図が損傷したので郡司から書き

替えるよう指示があったので、元の絵図に足りない分を増補しながら写した

とあります。

r『御
ご

修
しゅう

覆
ふく

帳
ちょう

』
仙台藩営建造物の修復図を編纂した作事方の台帳です。最初の作成は寛文

12年（1672）で、以後延宝8年（1680）、貞亨3年（1686）、元禄11年（1698）まで

3回にわたって書き直されています。

建物を黄色、水系を紺色、石造物を灰色、土塁を濃緑色などで彩色してい

ます。

s『御
ご

入
にゅう

部
ぶ

方
かた

絵
え

図
ず

』
藩主が入部した際の様々な儀式等のために、家臣の配置や道具の置き場な

どを示した図です。部分的にではありますが、文化文政期（19世紀前半）の

本丸・二の丸の主要な部屋が描かれています。

t『皇
こう

国
こく

地
ち

誌
し

』『皇
こう

国
こく

地
ち

誌
し

附
ふ

図
ず

』
明治政府による官撰地誌です。明治8年（1875）実質的な編集が開始され、

地誌には郡村毎の地図を添付するように指示されました。しかし、大正12年

（1923）の関東大震災で原本のほとんどを焼失しています。本資料は宮城県

の控えであり、本館では、地誌26冊、附図495舗を所蔵しています。

u『仙
せん

台
だい

城
じょう

下
か

絵
え

図
ず

』
寛文年間の仙台城と城下町を描いた絵図です。町割、屋敷割のほか、侍屋

敷には、居住者の氏名が記入されています。寛文11年（1671）のいわゆる寛

文事件（伊達騒動）直前の絵図で、この事件により家を絶たれた原田甲斐の

屋敷など、その後の絵図には見られない屋敷が描かれています。

v『刈
かっ

田
た

白
しろ

石
いし

城
じょう

絵
え

図
ず

』
白石城は、一国一城令にかかわらず仙台城と共に「城」として認められ、

仙台城と同じように城絵図が作成されました。この絵図には、本丸、二の丸、

西曲輪の大きさ、石垣や土手の高さ、堀の長さ・幅・深さのほか城下の町割、

町名、屋敷割、街道が記されています。

w『志
し

田
だ

郡
ぐん

松
まつ

山
やま

之
の

内
うち

千
せん

石
ごく

村
むら

茂
も

庭
にわ

周
す

防
おう

屋
や

敷
しき

絵
え

図
ず

』
志田郡松山（松山町）を「所」として拝領していた茂庭氏の屋敷と家中屋敷、

町場を描いた絵図です。絵図は、屋敷絵図の中でも精密で鮮やかに描かれて

いるものの代表例です。居屋敷の門構えが絵画的に描かれ、町割、屋敷割も

はっきりと表されています。

x『文
ぶん

化
か

五
ご

年
ねん

仙
せん

台
だい

藩
はん

蝦
え

夷
ぞ

地
ち

警
けい

固
ご

絵
え

図
ず

』
文化5年（1808）、仙台藩は蝦夷地警備のため、択捉・国後・箱館（北海道

函館市）に藩士を派遣しました。このとき派遣された藩士の氏名や人数が記

されています。また、この絵図は、蝦夷地全体を描き、地名、水陸両路が記

されています。

本館は、伊達文庫に含まれているものを中心に、1,500点の絵図・地図類を所蔵しています。その

中には、国指定重要文化財に指定されている『坤
こん

與
よ

万
ばん

国
こく

全
ぜん

図
ず

』をはじめとして、特に仙台藩関係のもの

に貴重な絵図が数多く見られます。

そのうち、『仙
せん

台
だい

領
りょう

国
くに

絵
え

図
ず

』など970点が平成15年7月1日に宮城県指定有形文化財に指定されました。

本館では、この文化財指定に先がけて、東北歴史博物館と共同企画で絵図の特別展を開催しました。

今回の特集では、両館で展示された資料から主なものを紹介します。

「きらめく文化財の世界」パート2

q『御領分絵図』 慶応元年（1865） 134×209cm

v『刈田白石城絵図』 寛文4年（1664） 95×103cm

w『志田郡松山之内千石村茂庭周防屋敷絵図』 天和元年（1681）
91×116cmx『文化五年仙台藩蝦夷地警固絵図』 推定文化5年（1808）125×83cm

r『御修覆帳』 寛文12年（1672）～文化14年（1817） 45×65cm

s『御入部方絵図』 天保13年（1842） 38×233cm

今後も本館では、県民の財産であるこれらの貴重な資料の整理・保存・継承
に努めながら、これからも本館所蔵資料について皆さんに紹介していきます。

「 」特 集

パートñ

t『皇国地誌』のうち「陸前国宮城郡地誌」
明治10年代　28.7×19.6cm

t『皇国地誌附図』のうち「陸前国宮城郡実沢村」
明治10年代　73.5×80cm

宮城県図書館開催データ
「きらめく叡智と美のしずく展パート2 特別展―絵地図の世界」
開催期間：平成15年5月20日（火）～5月25日（日）、6月17日（火）～7月21日（月）

【地震被害に伴う休館のため、期間が変更になりました】

東北歴史博物館開催データ
「絵図に読み解く仙台藩」
開催期間：平成15年5月20日（火）～6月22日（日）

u『仙台城下絵図』 推定寛文9年（1669） 190×164cm

『仙台領国絵図』（部分）元禄12年（1699）
888×535cm


